
３月定例会もくじ

□ 議会新体制（５月臨時会）� P ２～

□ 27 年度予算� P ４～

□ ５人が町政を問う（一般質問）� P １４～

□ 町かどインタビュー� P ２０

～ 山鹿小学校　浜運動会～

　毎年恒例の１年生によるちびっこ大相撲「山
鹿場所」は、土俵の周りを児童、保護者、地
域の方々が取り囲む温かい声援の中、土俵際の
熱い取組が繰り広げられました。
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福岡県芦屋町議会



熱いおもいで１２人　の新体制スタート！

議会だよりあしやです平成 27 年６月１日　第 185 号 ②

議長に　小田武人議員
副議長に　松上宏幸議員を選出

小
お

田
だ

　武
たけ

人
と

71 歳・３期目

松
まつ

上
がみ

　宏
ひろ

幸
ゆき
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副
議
長

議
　
長

貝
かい

掛
かけ

　俊
とし

之
ゆき

44 歳・３期目

田
た

島
じま

　憲
けん

道
どう
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妹
いも

川
かわ

　征
いく

男
お
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刀
と

根
ね

　正
まさ

幸
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横 

尾
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委
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辻 
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道
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海
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委
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岡
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委
　
員
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上
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幸

委
　
員
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上
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一

委
　
員
　
　
妹 

川
　
征 

男

委
　
員
　
　
刀 

根
　
正 

幸

委
員
長
　
　
川 

上
　
誠 

一

副
委
員
長
　
内 

海
　
猛 

年

委
　
員
　
　
田 

島
　
憲 

道

委
　
員
　
　
貝 

掛
　
俊 

之

委
　
員
　
　
今 

田
　
勝 

正

委
　
員
　
　
松 

岡
　
　 

泉

総
　
務
　
財
　
政

常
任
委
員
会

民
　
生
　
文
　
教

常
任
委
員
会

議
　
会
　
広
　
報

常
任
委
員
会

　

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
、ま
こ
と
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
私
は
、

全
身
全
霊
を
打
ち
込
ん
で
事
に
あ
た
り
、
公
正
を
旨

と
し
、
議
会
の
円
滑
な
る
運
営
を
は
か
り
、
芦
屋
町

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、地
方
自
治
の
振
興
の
為
に
、

全
力
を
つ
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
協
力

な
し
に
は
、
議
長
の
重
責
を
全
う
す
る
こ
と
は
、
不

可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



熱いおもいで１２人　の新体制スタート！

議会だよりあしやです平成 27 年６月１日　第 185 号③

　統一地方選後の初議会（第３回臨時会）が、平成 2 ７年５月８日に１日限りの日
程で開会されました。
　初議会では、まず議長の選挙が行われ、引き続き副議長の選挙、各常任委員会委員
や議会運営委員会委員の指名、一部事務組合議員の選挙などが行われました。
　議長選挙の結果、小田議員が最多得票で議長に当選し、副議長には松上議員が指名
推選により当選しました。各委員会等の委員については次のとおり決定し、新しい体
制がスタートしました。
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岡
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第
１
回
定
例
会
が
、
平
成
27
年
３
月
９
日
か
ら
20
日
ま

で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
日
に
行
わ

れ
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
38
議
案
が
上
程

さ
れ
、請
願
を
除
く
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会

新 27年度
新しくやります

太

新

出

出
　27 年４月以降に出産した人にお祝い

金（商品券）を支給します。第１子は

５万円、第２子は 10 万円、第３子以

降は 20 万円です。

新
　民間住宅の家賃の一部を補助します。月額上限２万

円の商品券を支給し、補助期間は最大３年間です。

太
　総合体育館、中学校、役場庁舎に太陽光発電

設備工事をします。この設備により昼間は発電、

電力供給しながら、夜間の電力供給に備えます。

また、非常時の避難所運営を行う際に必要な最

小限の機器を使用するための１日の電力をまか

なうことができます。

産祝い金を支給 陽光発電で非常時に備え

婚・子育て世帯へ家賃補助

議会だよりあしやです平成 27 年６月１日　第 185 号 ④



わ

エふ

わ
　わんぱーく（海浜公園）の遊具の修理と

新しい遊具を設置します。26 年度には、健

康遊具（写真手前）も設置しています。

ふ
　町外に住んでいる人が芦屋町で買い物

をする際に利用できる「ふるさと名物商

品券」を商工会で発行します。

　この商品券は５０００円には２０％、

１万円には３０％のプレミアが付きま

す。芦屋町の特産品等を多くの人に買っ

てもらうことや町内の購買力を上げるこ

とがねらいです。

（写真：田屋ねぎ「かおりっこ」）

エ
　町営住宅緑ヶ丘団地にエレベーターを設

置します。今年度は、７の５棟に設置し、

他の棟についても毎年順番に設置します。

レベーター設置 るさとの特産品で活性化

んぱーくに新しい遊具設置

議会だよりあしやです平成 27 年６月１日　第 185 号⑤



定住化を進め　活力ある芦屋町に

会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 78 億 8900 万円 8.5％

地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計 2 億 3000 万円 －

国民健康保険特別会計 20 億 8700 万円 12.9％

後期高齢者医療特別会計 2 億 1100 万円 3.8％

国民宿舎特別会計 1 億 800 万円 ▲ 1.6％

給食センター特別会計 6 億 3600 万円 3.2％

モーターボート競走事業会計 791 億 9800 万円 12.0％

公共下水道事業会計 7 億 4300 万円 8.3％

27 年度の予算状況

※事業会計は、収益的支出の額

※ 100 万円未満　四捨五入

一般会計　78 億 8900　万円（前年度比 8.5％増）

184 号のお詫びと訂正

　２月 15 日に発行した議会だよりに誤りがありました

ので、お詫びして訂正いたします。

表紙のもくじ

正：芦屋中央病院　中期目標策定・・・3P

誤：芦屋中央病院　中期計画策定・・・3P

その他の内訳
消防費	 ：	 2億 1957万円
商工費	 ：	 1億 5250万円
議会費	 ：	 1億 2426万円
農林水産業費	：	 1億 7966万円
諸支出金	 ：	 2025万円

総務費　16.7％
13億 1556万円

土木費　12.1％
9億 5825万円

教育費　16.5％
13億 538万円

公債費（借金の返済）16.8％
13億 2288万円

衛生費　5.4％
4億 2849万円

民生費　23.6％
18億 6220万円歳 出

その他　8.8％
 6億 9624万円

一般会計歳出（使いみち）

議会だよりあしやです平成 27 年６月１日　第 185 号 ⑥



地方創生事業予算で出産祝い金（商品券）を創設

第１子　５万円、第２子　10万円、第３子以降　20万円
　26 年度から繰り越した地方創生事業関連予算で、定住化を進める施策として出産祝い金を創設しま

す。平成 27 年４月１日以降に出生した第１子に５万円、第２子に 10 万円、第３子以降に 20 万円を商

品券で支給します。そのほかの 27年度新規事業や主な事業は次のとおりです。

定住化を進め　活力ある芦屋町に
27 年度
予    算

27 年度　新規事業及び主な事業（10万円未満　四捨五入）

・遠賀・中間地域広域行政事務組合負担金（ごみ・し尿・火葬施設）　２億２３４０万円

・児童手当　　　　　　　　２億２１７０万円

・介護保険広域連合負担金　２億２１８０万円

・タウンバス、芦屋黒崎線急行バス事業費　　　５０５０万円

・小中学校監視カメラ設置工事　　　　　　　　・幹線道路防犯カメラ設置工事

・海浜公園遊具補修及び新規遊具設置工事　　　・中央公園実施設計委託

・柏原漁港海岸護岸改修工事　　　　　　　　　・後水団地新築工事実施設計委託　　　

一般会計　78 億 8900　万円（前年度比 8.5％増）

町民税	 ：	 5億 7853万円
法人税	 ：	 2806万円
固定資産税	：	 4億 2279万円
軽自動車税	：	 3278万円
たばこ税	 ：	 1億 2458万円

町税 15.0％
11億 8674万円

国県支出金　16.2％
12億 7522万円

その他　30.5％
 24億 691万円

歳 入
町債　13.3％ 
10億 5013万円

地方交付税　25.0％
19億 7000万円

自主財源・・・33億7600万円
� （43％）
依存財源・・・45億1300万円
� （57％）

一般会計歳入（財源）

議会だよりあしやです平成 27 年６月１日　第 185 号⑦



27
年
度
一
般
会
計
予
算

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇

所
と
設
置
台
数
は
。

答
　
町
内
主
要
幹
線
道
路
の

総
合
体
育
館
前
、
魚
見
公
園

階
段
下
、
正
門
通
り
商
店
街

と
浜
口
公
民
館
前
交
差
点
の

４
台
で
す
。

問
　
中
央
公
園
整
備
実
施
計

画
の
進
め
方
は
。

答
　
27
年
度
に
防
衛
施
設
周

辺
対
策
事
業
補
助
金
を
受

け
、
実
施
設
計
委
託
を
行
い

ま
す
。
遊
具
広
場
や
健
康
広

場
を
設
け
、
敷
地
の
外
周
に

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ベ

ン
チ
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
役
立
つ

機
能
の
あ
る
遊
具
等
も
設
置

す
る
計
画
で
す
。

問
　
海
浜
公
園
の
整
備
は
。

答
　
現
在
あ
る
遊
具
の
補
修

と
新
た
に
大
型
遊
具
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。

国
民
宿
舎
特
別
会
計

問
　
国
民
宿
舎
指
定
管
理

者
納
入
金
が
前
年
度
よ
り

２
８
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て

い
る
が
な
ぜ
か
。

答
　
国
民
宿
舎
の
指
定
管
理

者
は
、
23
年
度
か
ら
4
年
間

で
約
1
億
円
の
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
赤
字
か
ら
の
脱
却

を
図
る
た
め
、
町
と
協
議
の

上
、
契
約
条
項
に
基
づ
き
減

額
し
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
特
別
会
計

問
　
運
営
費
繰
入
金
が

４
０
０
０
万
円
増
額
さ
れ
て

い
る
が
な
ぜ
か
。

答
　
従
来
は
給
食
の
調
理
・

配
膳
業
務
と
配
送
業
務
を
分

け
て
委
託
し
て
い
た
が
、
新

年
度
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
2
台

を
町
で
購
入
し
、
調
理
・
配

膳
・
配
送
業
務
を
一
括
し
て

委
託
す
る
た
め
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
食
器
洗
浄
機
に
今
使

用
し
て
い
る
磁
器
の
食
器
が

使
え
な
い
の
で
、
す
べ
て
の

食
器
を
樹
脂
性
に
変
え
る
た

め
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

川
上
誠
一
議
員

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
事
業
や
漁
港
・
海
岸
整
備

事
業
な
ど
評
価
で
き
る
点
も

あ
る
。

　
し
か
し
、
第
一
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
導
入
は
、
国

の
個
人
情
報
の
一
元
管
理
化

に
進
む
こ
と
や
、
重
大
な
個

人
情
報
の
漏
え
い
が
広
範
囲

に
拡
散
す
る
な
ど
問
題
が
あ

る
。

　
第
二
に
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
介
護
報
酬
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
介
護
基
盤
の
崩

壊
」
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
早
急
に
改
善
が

必
要
で
あ
る
。

妹
川
征
男
議
員

　
粟
屋
・
大
城
に
住
む
東
小

の
児
童
は
、
学
校
の
指
導
に

よ
り
バ
ス
通
学
し
て
お
り
、

定
期
代
で
毎
月
３
０
０
０
円

以
上
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
一
般
会
計
予
算
の
中
に
、

砂
像
実
行
委
員
会
補
助
金

１
４
５
０
万
円
、
は
ま
ゆ
う

公
園
「
恋
人
の
聖
地
」
参
画

手
数
料
16
万
円
が
あ
る
が
、

経
済
効
果
、
費
用
対
効
果
を

考
え
る
と
無
駄
な
予
算
で
あ

り
、反
対
の
声
が
多
い
。「
芦

屋
の
子
は
芦
屋
で
育
て
る
」

と
の
理
念
に
照
ら
せ
ば
、
砂

像
等
を
取
り

や
め
、
通
学

費
を
支
給
す

る
な
ど
、
生

活
に
密
着
し

た
施
策
予
算

に
す
べ
き
で

あ
る
。

田
島
憲
道
議
員

　
９
月
に
新
し
い
セ
ン
タ
ー

へ
移
転
す
る
が
、
今
の
業
者

が
そ
の
ま
ま
行
う
な
ら
大
変

心
配
だ
。
民
間
に
行
わ
せ
る

メ
リ
ッ
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
ど
こ
の
給
食
も
民
間
委

託
だ
か
ら
と
い
う
の
は
理
由

に
な
ら
な
い
。
子
供
た
ち
の

食
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　
以
前
の
給
食
は
、
た
い
へ

ん
評
判
が
良
か
っ
た
。
そ
の

時
の
よ
う

に
町
が
単

独
で
行
う

べ
き
で
あ

る
。

質
疑

一
般
会
計
予
算

反
対
討
論

介
護
基
盤
崩
壊
の
恐
れ

生
活
に
密
着
し
た
施
策

予
算
を

整備が予定されている中央公園

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
指
定
管

理
者
納
入
金
減
額

運
営
費
繰
入
金
増
額

給
食
セ
ン
タ
ー
予
算

反
対
討
論

食
の
安
全
の
た
め

町
単
独
で
の
実
施
を

町
内
道
路
に
防
犯
カ

メ
ラ
設
置

公
園
整
備

質
疑

質
疑

芦屋競艇場敷地内に建設中の新給食センター

議会だよりあしやです ⑧平成 27 年６月１日　第 185 号



保
育
料
徴
収
条
例
の
改
正

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　
保
育
料
の
負
担
水
準
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
現
行

の
11
階
層
か
ら
14
階
層
に

改
め
ま
す
。

問
　
14
階
層
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
効
果
は
。

答
　
措
置
児
童
数
が
多
い
中

間
所
得
層
（
夫
婦
と
子
供
2

人
家
庭
で
年
収
約
６
４
０
万

円
）
の
階
層
を
追
加
し
、
お

お
む
ね
５
％
程
度
保
育
料
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

敬
老
祝
金
条
例
の
改
正

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　
９
月
１
日
現
在
で
支
給
さ

れ
て
い
る
敬
老
祝
金
の
中

で
、
満
１
０
０
歳
の
人
に
つ

い
て
は
、「
１
０
０
歳
に
達

し
た
日
」
に
支
給
す
る
よ
う

改
め
ら
れ
、
住
所
要
件
に
つ

い
て
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
町
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

（
賛
成
９
・
反
対
２

賛
成
多
数
・
可
決
）

　
地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋

中
央
病
院
に
、
町
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
例

で
す
。

問
　
将
来
的
に
は
派
遣
職

員
を
な
く
す
の
か
。

答
　
専
門
職
を
採
用
し
、

い
ず
れ
は
派
遣
職
員
を
な

く
す
予
定
で
す
。

教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
及
び
職
務
専

念
義
務
の
特
例
に
関
す
る

条
例

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
教
育
長
は
町
長

が
直
接
任
命
す
る
特
別
職
に

な
る
た
め
、
教
育
長
の
勤
務

時
間
や
休
日
等
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
ま
す
。

問
　
新
教
育
長
が
教
育
委
員

長
を
兼
務
す
る
が
、
給
与
月

額
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
基
本
的
に
現
行
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

空
屋
等
対
策
協
議
会
設
置
条

例

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　
空
屋
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
協
議
会
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

問
　
対
象
の
空
き
家
の
戸
数

は
。

答
　
外
観
に
よ
る
判
断
で
は

95
軒
、
老
朽
危
険
家
屋
は
72

軒
あ
り
ま
す
。

質
疑

中間所得層の保育料を軽減

若葉保育所朝の体操の様子

条　例
11 階層から 14 階層に細分化

階層
区分 改定後（保育料・月額） 徴収金基準額

（月額） 改定前（保育料・月額） 徴収金基準額
（月額）

定　　義 ３歳未満児（標準） 定　　義 ３歳未満児
１ 生活保護世帯（単給世帯を含む） 0 円 生活保護世帯（単給世帯を含む） 0 円
2 町民税非課税世帯 8,000 円 町民税非課税世帯 8,000 円
3 町民税均等割のみ課税世帯 15,000 円 町民税均等割のみ課税世帯 15,000 円
4 町民税所得割課税額　48,600 円未満 18,500 円 町民税所得割額のある世帯 19,500 円
5 48,600 ～ 65,000 円未満 24,500 円 所得税額　8,500 円未満 24,500 円
6 65,000 ～ 80,000 円未満 27,000 円 8,500 円以上 40,000 円未満 30,000 円
7 80,000 ～ 97,000 円未満 29,000 円 40,000 円以上 70,000 円未満 42,000 円
8 97,000 ～ 121,000 円未満 37,000 円 70,000 円以上 103,000 円未満 44,500 円
9 121,000 ～ 145,000 円未満 42,000 円 103,000 円以上 413,000 円未満 59,000 円

10 145,000 ～ 169,000 円未満 43,500 円 413,000 円以上 734,000 円未満 75,000 円
11 169,000 ～ 211,000 円未満 54,000 円 734,000 円以上 97,500 円
12 211,000 ～ 301,000 円未満 59,000 円
13 301,000 ～ 397,000 円未満 75,000 円
14 397,000 円以上 97,500 円

保育料徴収基準額表

質
疑

質
疑

質
疑

議会だよりあしやです⑨ 平成 27 年６月１日　第 185 号



問
　
健
康
保
険
等
か
ら
支
給

さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
と

は
別
に
、
新
た
に
支
給
さ
れ

る
芦
屋
町
出
産
祝
い
金
の
内

容
は
。

答
　
子
育
て
支
援
策
と
し
て

第
１
子
の
出
産
に
は
５
万
円

分
、第
2
子
に
は
10
万
円
分
、

第
3
子
以
降
に
は
20
万
円
分

の
商
工
会
商
品
券
を
支
給
し

ま
す
。
対
象
期
間
は
27
年
4

月
か
ら
32
年
3
月
ま
で
の
5

年
間
で
す
。

問
　
新
婚
・
子
育

て
世
帯
民
間
賃
貸

住
宅
家
賃
補
助
金

の
内
容
は
。

答
　
新
婚
・
子
育

て
世
帯
の
定
住
化

促
進
を
図
る
た

め
、
町
内
の
民
間

賃
貸
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
、
借

家
等
）
の
家
賃
の
一
部
と
し

て
月
額
上
限
２
万
円
の
商
品

券
を
支
給
し
ま
す
。
補
助
期

間
は
、
最
長
３
年
間
で
す
。

問
　
商
工
会
ふ
る
さ
と
名
物

商
品
券
発
行
事
業
の
内
容

は
。

答
　
町
外
者
向
け
に
、
地
域

の
特
産
品
等
を
購
入
し
て
も

ら
う
た
め
商
品
券
を
販
売
し

ま
す
。
５
０
０
０
円
に
は

20
％
、
１
万
円
に
は
30
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
き
ま
す
。

補　正

予　算

質
疑

27 年度に繰り越した歳出の主な内容 補正額

　新婚・子育て世帯民間賃貸住宅家賃補助金

　　（地方創生事業）
７２０万円

　出産祝金

　　（地方創生事業）
１３３０万円

　空き店舗対策補助金

　　（緊急支援型　空き店舗を活用する場合の家賃補助額　5 万円から 6 万円に）
３６０万円

　創業等促進支援事業補助金

　　（緊急支援型　新規出店に対する補助金　100 万円から 200 万円に）
６００万円

　商工会ふるさと名物商品券発行事業補助金

　　（町外者向け商品券発行事業　最高 30％のプレミアム）
８７０万円

　商工会プレミアム商品券発行事業

　　（総額１億５千万円　20％のプレミアム）
２１６０万円

　26 年度一般会計補正予算（第６号）は、歳入では国の補正予算による地域住
民生活等緊急支援交付金６６１０万円など。歳出では、国の地域住民生活等緊急
支援交付金創業等促進支援事業の地域消費喚起・生活支援型事業として、プレミ
アム商品券等の発行事業２１６０万円、地方創生先行型事業として出産祝金事業
１３３０万円、新婚・子育て世帯への民間賃貸住宅家賃補助金７２０万円を計上す
るとともに、年度末の所要額確定による不要額を減額し、総額３９００万円の減額
補正です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（満場一致・可決）

新婚・子育て世帯に

民間住宅家賃補助金

芦
屋
町
の
出
産
祝
い
金

ふ
る
さ
と
名
物
商
品
券

天日干しをしている「みりん干し」

歳出の主な内容

家
賃
補
助

で
定
住
化

議会だよりあしやです ⑩平成 27 年６月１日　第 185 号



問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と

は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
26
年
度
と
同
様
に
、

20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
く

通
常
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

（
購
入
金
額
５
万
円
ま
で
）

と
高
額
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
（
購
入
金
額
１
０
０
万
円

ま
で
）
を
発
行
し
ま
す
。
発

行
時
期
は
未
定
で
す
が
、
年

３
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
　
特
定
防
衛
施
設
調
整
交

付
金
が
、
５
１
１
５
万
円
増

額
さ
れ
て
い
る
が
要
因
は
。

答
　
明
確
な
根
拠
は
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
町
長
や
議

員
の
活
動
に
よ
り
増
額
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
増
額

分
は
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療

助
成
基
金
に
積
み
立
て
ま

す
。

問
　
遠
賀
川
の
河
川
敷
に
あ

る
魚
道
公
園
は
、
国
土
交
通

省
の
管
轄
だ
が
、
町
が
草
刈

り
を
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
国
と
町
で
交
わ
し
て
い

る
委
託
管
理
契
約
に
基
づ
き

草
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
　
粟
屋
地
区
で
、
貸
し
付

け
し
て
い
る
町
有
地
が
返
還

さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
計
画
は
。

答
　
広
い
土
地
な
の
で
、
売

却
や
企
業
誘
致
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

遠賀川河川敷にある魚道公園

町
有
地
の
活
用

防
衛
施
設
交
付
金

魚
道
公
園

議
会
内
に
調
査
特
別
委
員
会

（
百
条
委
員
会
）
設
置
を
求

め
る
請
願
書

（
賛
成
１
・
反
対
10

賛
成
少
数
・
不
採
択
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設

置
に
関
す
る
決
定
過
程
に
つ

い
て
調
査
す
る
た
め
、
議
会

内
に
調
査
特
別
委
員
会
（
百

条
委
員
会
）
の
設
置
を
求
め

る
請
願
で
す
。

　

３
月
18
日
、
民
生
文
教
常

任
委
員
会
で
請
願
書
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
際

に
、
紹
介
議
員
で
あ
る
妹
川

議
員
と
担
当
の
福
祉
課
長
に

説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
百
条
委
員

会
設
置
を
す
る
に
は
あ
た
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

委
員
会
で
は
賛
成
者
な
し

で
、
請
願
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

委
員　

請
願
書
に
は
、
町
が

判
決
に
よ
り
開
示
し
た
か
が

み
文
（
町
が
県
に
提
出
し
た

か
が
み
文
）
に
記
載
し
て
あ

る
、
設
置
主
体
の
法
人
名
、

法
人
所
在
地
、
施
設
名
が
事

実
と
違
う
と
あ
る
が
、
こ
の

件
に
つ
い
て
福
祉
課
長
は

「
法
人
が
特
養
建
設
と
同
時

に
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
す

る
場
合
、
提
出
書
類
は
そ
の

よ
う
な
記
載
で
構
わ
な
い
。」

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の

答
弁
内
容
で
正
し
い
の
か
。

妹
川
議
員　

町
が
そ
う
答
え

て
い
る
だ
け
で
、
県
が
本
当

に
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
根
拠
を
示
し

て
ほ
し
い
。

委
員　

同
じ
よ
う
に
、
設
置

予
定
地
の
地
番
の
敷
地
で

は
、
特
養
50
床
は
設
置
で
き

な
い
と
あ
る
が
、
開
示
し
た

資
料
に
は
３
筆
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
資
料
を
見
れ
ば
、
面

積
的
な
要
件
は
判
断
で
き
る

と
思
う
が
、
そ
れ
を
虚
偽
記

載
と
し
た
理
由
は
何
か
。

妹
川
議
員　

そ
の
資
料
が
添

付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
問
題
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
ほ
か
の
法
人
も
そ

の
書
類
を
添
付
し
て
い
る
の

か
確
認
し
て
ほ
し
い
。

委
員　

か
が
み
文
に
は
１
筆

だ
け
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

代
表
地
番
だ
け
で
構
わ
な
い

の
か
。

福
祉
課
長　

県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
県
の
整
備
方
針
に

は
指
示
が
な
く
、
代
表
地
番

だ
け
を
記
載
す
る
こ
と
は
問

題
な
い
。
地
番
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
整
備
予
定
地
の
書

類
で
判
断
す
る
と
の
こ
と

だ
。

請　願

委
員
会
で
紹
介
議
員
ら
に

説
明
を
求
め
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

妹
川
議
員
へ
の
質
疑

福
祉
課
長
へ
の
質
疑

議会だよりあしやです⑪ 平成 27 年６月１日　第 185 号



議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議案名 / 議員名 松
上
内
海
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
小
田
今
井
川
上
益
田
中
西
横
尾

町立芦屋中央病院の地方独立行政法人への

移行に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議

長

一般職職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の制定
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条

例の制定
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

公益的法人等への芦屋町職員の派遣等に関

する条例の制定
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議

長

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備等に関する条例の制定

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長

特別職の職員の給与等に関する条例の一部

を改正する条例の制定
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議

長

平成 26 年度芦屋町モーターボート競走事

業会計補正予算（第 3号）
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

平成 26 年度芦屋町病院事業会計補正予算

（第 3号）
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

平成 27 年度芦屋町一般会計予算 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議

長

平成 27 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋

中央病院貸付金特別会計予算
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議

長

平成 27 年度芦屋町後期高齢者医療特別会

計予算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議

長

平成 27 年度芦屋町国民宿舎特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
議

長

平成 27 年度芦屋町給食センター特別会計

予算
○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○

議

長

平成 27 年度芦屋町モーターボート競走事

業会計予算
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

芦屋町議会内に調査特別委員会（百条委

員会）設置を求める請願書
● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

議

長

賛

成

反

対

審議

結果

９ ２ 可決

10 １ 可決

10 １ 可決

９ ２ 可決

10 １ 可決

９ ２ 可決

10 １ 可決

10 １ 可決

８ ３ 可決

９ ２ 可決

10 １ 可決

10 １ 可決

８ ３ 可決

10 １ 可決

１ 10 不採択

　表決にあたり、意見がわかれた議案の賛否について掲載しています。掲載のない議
案は、満場一致で可決されました。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○賛成、●反対を表しています。

３月定例会意見がわかれた議案の賛否一覧

※今井保利議員は、３月９日付けで議員を辞職しているため、表決していません。
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地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中

央
病
院
中
期
計
画
の
認
可

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

□
中
期
計
画
の
期
間

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

４
年
間

□
中
期
計
画
主
な
内
容

・
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
そ

の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に

関
す
る
こ
と
。

・
業
務
改
善
及
び
効
率
化
に

関
す
る
こ
と
。

・
予
算
、
収
支
計
画
及
び
資

金
計
画
。

・
料
金
に
関
す
る
事
項
。

問
　
運
営
費
負
担
金

を
町
か
ら
繰
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
経
費
は

町
か
ら
だ
け
の
も
の

な
の
か
。

答
　
町
か
ら
だ
け
の

経
費
に
よ
る
赤
字
補

填
で
は
な
く
、
例
え
ば
起
債

を
借
り
る
時
に
元
金
部
分
が

交
付
税
措
置
で
町
に
入
る
も

の
を
そ
の
ま
ま
病
院
へ
繰
り

入
れ
ま
す
。

問
　
大
型
病
院
で
は
、
入
院

が
一
定
期
間
を
超
え
る
と
退

院
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
転
院
先

探
し
に
困
っ
て
い
る
人
が
多

い
。
長
期
入
院
は
で
き
な
い

の
か
。

答
　
中
央
病
院
で
は
、
今
後

終
末
期
医
療
に
も
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
長

期
入
院
と
な
れ
ば
療
養
型
病

床
で
対
応
し
ま
す
。

時臨 会

２第 回

質
疑

○賛成、●反対を表しています。

青
パ
ト
と
福
祉
車
両
の

贈
呈

　

２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

日
本
財
団
か
ら
青
パ
ト
２
台

が
自
治
防
犯
組
合
へ
、
福
祉

車
両
が
社
会
福
祉
協
議
会

と
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
み
ど
り

園
へ
そ
れ
ぞ
れ
１

台
ず
つ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
自
治

防
犯
組
合
の
地
域

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

徒
歩
ま
た
は
区
長

等
の
自
家
用
車
を

使
用
し
て
の
活
動

で
し
た
。
青
パ
ト

を
導
入
し
た
こ
と

で
、
活
動
範
囲
の

拡
充
や
青
色
回
転
灯
を
点
灯

す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の

抑
止
力
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
よ
り
推
進
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
自
治
防
犯
組

合
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

行政報告

行政報告とは・・・

町長が議会を通じて町の重要

な問題の経過等を住民に報告

するものです。ここでは、平

成 26 年 12 月から 27 年３

月までにおける行政報告の一

部を掲載しています。

自治防犯組合による青パトでの地域パトロール

４月臨時会意見がわかれた議案の賛否一覧

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議案名 / 議員名 松
上
内
海
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
小
田
欠
員
川
上
益
田
中
西
横
尾

地方独立行政法人芦屋中央病院中期計画の

認可
○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○

議

長

賛

成

反

対

審議

結果

９ ２ 可決

住
民
サ
ー
ビ
ス
、
質
の
向
上
目
指
し

中
央
病
院
の
中
期
計
画
を
策
定

（
賛
成
９
・
反
対
２
　
　
賛
成
多
数
・
可
決
）

　

第
２
回
臨
時
会
が
平
成
27
年
４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中
央
病
院
の
中
期
計
画
が
上
程

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

4 月から地方独立行政法人となった芦屋中央病院

議会だよりあしやです⑬ 平成 27 年６月１日　第 185 号



一般質問 町政を問う

　３月 10日に議員５人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につい

て所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書

を提出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約して

います。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

ページ 質問議員 質問事項

15 妹川 征男
１. 特別養護老人ホーム高裁敗訴後、町の対応は

２. 堂山・洞山の崩落防止計画

16 川上 誠一
１. 介護保険制度の改定

２. 自治体消滅論

17 刀根 正幸 １. 第５次総合振興計画の進捗状況

18 田島 憲道 １. 中央公園整備事業

19 益田 美恵子
１. 子育て支援としての通学費補助

２. 町内の公共交通

議会だよりあしやです ⑭平成 27 年６月１日　第 185 号



　
　
　

22
年
度
特
養
建
設
予

定
地
の
地
番
非
開
示
に
対
す

る
開
示
請
求
訴
訟
事
件
に
お

い
て
、高
裁
は
地
裁
と
同
様
、

町
の
全
面
敗
訴
と
の
判
決
を

下
し
た
。
22
年
度
の
公
募
の

際
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

の
資
格
が
な
い
Ｍ
者
を
、
町

は
な
ぜ
社
会
福
祉
法
人
夏

井
ヶ
浜
福
祉
会
と
し
て
、
か

が
み
文
に
記
載
し
た
の
か
。

虚
偽
文
書
に
あ
た
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　

か
が
み
文
の
作
成
に

関
し
て
は
、
県
の
整
備
方
針

に
は
様
式
が
示
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
、
具
体
的
な
記
載
方

法
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
県

の
整
備
方
針
に
違
反
す
る
も

の
で
は
な
い
。　
　
　

　
　
　
納
得
で
き
な
い
。
法

人
所
在
地
は
建
設
予
定
地
の

さ
ら
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
町
が
受
け
付
け
、
県
に

提
出
し
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
疑
問
。
Ｋ
者
の
場
合
、
法

人
所
在
地
は
、
若
松
区
の
安

屋
に
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
し
た

建
物
に
な
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
り
、
協
議

書
類
の
中
に
社
会
福
祉
法
人

を
設
立
す
る
た
め
の
書
面
な

ど
が
き
ち
ん
と
入
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
福

祉
法
人
の
事
務
所
を
こ
こ
に

置
く
予
定
と
し
て
い
る
の

で
、
設
置
予
定
地
と
し
て
住

所
を
設
け
る
こ
と
に
問
題
は

な
い
。
　
　
　

　
　
　
原
告
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ニ
ュ
ー
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
チ

ラ
シ
を
町
は
誹
謗
中
傷
の
ビ

ラ
と
し
て
広
報
を
使
っ
て
、

ま
た
町
長
は
原
告
に
対
し
、

公
費
を
使
っ
て
業
務
妨
害
と

警
告
書
を
発
し
て
い
る
が
権

力
を
持
つ
町
長
が
す
る
こ
と

か
。原
告
に
謝
罪
し
た
の
か
。

       

最
初
に
公
開
し
た
位

置
図
の
情
報
で
、
町
有
地
か

ど
う
か
わ
か
る
の
に
、
そ
れ

を
官
製
談
合
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、逆
に
、

原
告
か
ら
謝
罪
を
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　

昨
年
の
９
月
、
12
月

議
会
で
「
22
年
、
住
民
説
明

会
は
な
か
っ
た
」
と
当
時
の

田
屋
区
長
や
田
屋
区
民
も

言
っ
て
い
る
こ
と
を
私
は
一

般
質
問
で
た
だ
し
た
が
、
町

は
「
住
民
説
明
会
の
議
事
録

が
あ
る
。
議
事
録
を
裁
判
所

に
出
し
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。
そ
の
議
事
録
は
捏
造
文

書
で
は
な
い
か
。

　
町
長
は
田
屋
区
民
や
元
区

長
に
住
民
説
明
会
が
あ
っ
た

か
聞
い
た
か
。
　
　
　
　

　
　
　

特
養
は
県
が
決
定
す

る
こ
と
で
あ
り
、
担
当
課
は

県
の
指
導
に
従
っ
て
し
て
い

る
。
県
の
22
年
度
整
備
方
針

で
は
、
区
長
の
印
鑑
が
あ
れ

ば
い
い
、
議
事
録
が
あ
れ
ば

い
い
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
れ
を
県
が
受
理
し
て
、

そ
の
審
査
を
県
が
ど
う
扱
う

か
と
い
う
の
は
、
県
の
裁
量

の
問
題
。
そ
れ
が
受
理
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
も
う

我
々
の
手
か
ら
離
れ
て
い

る
。

町 政を問う　～ 一般質問 ～

妹
いも

　川
かわ

　征
いく

　男
お

Ｑ

Ａ

元区長や田屋区民に住民説明

会があったか聞いたか

特養は県が決定することであ

り、担当課は県の指導に従っ

ている
　
　
福
岡
市
中
央
区
に
あ
る
福
岡
高
等
裁
判
所

議

員

課

長

議

員

議

員

課

長

特
養
ホ
ー
ム
高
裁
敗

訴
後
、
町
の
対
応
は

町

長

議

員

町

長

議会だよりあしやです⑮ 平成 27 年６月１日　第 185 号



　
　
　

介
護
報
酬
が
４
・

48
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

町
の
特
養
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
。　
　
　
　

　
　
　

全
国
の
事
業
所
で
減

収
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
介
護
報
酬
が
下
げ

ら
れ
れ
ば
、
利
用
者
の
負
担

軽
減
や
40
歳
以
上
の
保
険
料

の
軽
減
、
国
県
市
町
村
の
公

費
負
担
の
軽
減
と
な
る
。

　
　
　

町
内
事
業
所
の
減
収

額
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　　

個
別
の
事
業
者
の
減

収
額
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

三
事
業
者
と
懇
談
し

た
が
、
１
２
０
０
万
円
か
ら

２
６
０
０
万
円
の
減
収
に
な

る
と
試
算
し
て
い
た
。
予
想

以
上
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
わ
か
り
、
事
業
所
は
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
る
。

　
新
聞
で
は
介
護
報
酬
を
下

げ
、
現
場
が
崩
壊
し
か
ね
な

い
と
懸
念
し
て
い
る
。
町
内

事
業
者
の
影
響
を
調
査
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

町
内
の
14
事
業
者
が

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
会
議
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
情
報
を
集
め
て
い
る
。

　
　
　
改
定
で
は
地
域
ケ
ア

会
議
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
が
、
取
り
組
み
は
。

　
　
　
地
域
ケ
ア
会
議
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築
す
る

う
え
で
有
効
な
手
立
て
で
あ

る
。
町
で
は
、
今
ま
で
に
９

回
開
催
し
て
お
り
、
今
後

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

を
実
施
し
、
運
営
の
充
実
に

努
め
る
。

　
　
　
国
の
モ
デ
ル
事
業
で

は
、
地
域
ケ
ア
会
議
に
よ
り

４
割
の
高
齢
者
が
介
護
保
険

を
打
ち
切
ら
れ
る
事
例
が
起

き
て
い
る
。
問
題
は
介
護
保

険
の
認
定
の
更
新
を
行
わ

ず
、
ケ
ア
会
議
の
中
で
「
自

立
」
と
決
め
て
し
ま
い
誘
導

す
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な

運
営
は
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
。

　
　
　
介
護
切
り
な
ど
の
運

営
は
や
る
つ
も
り
は
な
い
。

　
　
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
役
割
は
。

　
　
　
新
し
い
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
来
た
被
保
険
者
に
対

し
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の

25
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
区
分
を
振
り
分

け
、
介
護
認
定
を
行
わ
な
く

て
も
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
町
で
は
28

年
度
以
降
に
行
う
。

　
　
　
こ
れ
を
医
療
保
険
で

例
え
れ
ば
、
病
院
の
窓
口
で

問
診
票
を
書
い
た
ら
、
診
察

の
必
要
が
な
い
の
で
、
薬
局

に
行
け
と
い
う
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
介
護
認
定
に
対
す

る
受
給
権
の
侵
害
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
応
は
す
べ
き

で
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

用
い
る
こ
と
が
認
定
に
影
響

す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
広
域
連
合
の
介
護
保

険
で
は
住
民
の
声
が
届
か
な

い
。
遠
賀
郡
４
町
で
の
介
護

保
険
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

別
の
保
険
者
の
枠
組

み
を
示
す
の
は
時
期
尚
早
と

考
え
る
。
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川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

介護報酬削減により介護の崩

壊につながるのではＱ

Ａ
多くの事業所は減収が見込ま

れるが、サービス事業者会議

で意見を集約する
　
　�

町
内
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
つ

か
ぜ
荘

課

長

介
護
保
険
制
度
の

改
定

課

長

議

員

議

員

課

長

議

員

課

長

議

員

議

員

課

長

町

長

議

員

課

長

課

長

議

員

議

員

注
１

※
注
１
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

会
議
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
集

団
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

に
、
ま
た
成
果
が
上
が
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
。
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町
内
店
主
の
戸
数
の

増
減
は
。

　
　
　
町
の
商
店
主
の
数

は
、
21
年
度
と
24
年
度
の

経
済
セ
ン
サ
ス
の
基
礎
調

査
か
ら
、
約
２
・
５
％
の
減

少
、
商
工
会
の
会
員
数
で
は

14
事
業
所
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
商

業
者
の
活
性
化
の
た
め
26
年

度
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

１
億
５
千
万
円
ほ
ど
発
行

し
、
ま
た
新
規
の
企
業
が
進

出
し
や
す
い
よ
う
、
企
業
誘

致
条
例
を
改
正
し
た
。
効
果

は
、
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
１
件
の
出
店
が

あ
っ
て
い
る
。

　
　
　

財
政
状
況
に
つ
い

て
、
現
在
の
起
債
（
借
金
）

の
状
況
と
今
後
の
見
込
み

は
。

　
　
　
起
債
は
、
一
般
会
計

72
億
円
、
競
艇
会
計
27
億

円
、
公
共
下
水
道
会
計
13
億

円
、国
民
宿
舎
会
計
５
億
円
、

病
院
事
業
会
計
４
億
円
の
計

１
２
１
億
円
。
た
だ
し
、
交

付
税
措
置
を
考
慮
し
た
場

合
、
実
質
的
な
起
債
残
額
は

61
億
円
と
な
り
、
各
会
計
の

基
金
等
を
差
し
引
く
と
68
億

円
の
現
金
が
残
る
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
の
起
債

残
高
と
公
営
企
業
会
計
の
負

担
見
込
額
、
職
員
の
退
職
手

当
見
込
み
額
の
合
計
、
つ
ま

り
将
来
確
実
に
負
担
が
見
込

ま
れ
る
金
額
に
対
し
て
そ
れ

に
充
て
る
財
源
、
つ
ま
り
一

般
会
計
の
基
金
や
交
付
税
措

置
さ
れ
る
額
が
ど
の
く
ら
い

見
込
ま
れ
、
芦
屋
町
の
財
政

規
模
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い

ま
で
の
許
容
範
囲
を
示
す
将

来
負
担
比
率
は
、
25
年
度
決

算
に
お
い
て
、
将
来
負
担
額

が
１
０
０
億
円
に
対
し
、
充

当
可
能
額
は
１
１
６
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
大
幅

に
下
回
っ
て
お
り
、
今
後
も

安
定
し
た
財
政
運
営
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

県
が
発
行
し
て
い
る

市
町
村
要
覧
に
お
い
て
、
芦

屋
町
の
財
政
力
指
数
な
ど
が

近
隣
の
町
に
比
べ
良
い
と
は

言
え
な
い
。
つ
い
て
は
将
来

人
口
は
少
な
く
な
り
、
そ
の

中
で
病
院
な
ど
の
事
業
を
行

う
と
し
た
場
合
、
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
な
対
策
が
必
要

で
、
さ
ら
に
安
全
な
と
こ
ろ

で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

健
全
化
判
断
比
率
で

過
去
３
カ
年
の
推
移
は
、
23

年
度
が
11
・
６
％
、
24
年
度

が
10
・
９
％
、
25
年
度
が

12
％
で
推
移
し
て
い
る
。
27

年
度
の
見
込
み
は
14
％
か
ら

15
％
に
一
時
的
に
な
る
が
、

そ
の
後
は
ど
ん
ど
ん
と
下

が
っ
て
い
く
。
今
の
ペ
ー
ス

で
は
将
来
的
に
一
桁
台
に
な

り
、
ま
た
、
将
来
負
担
率
も

マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
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Ｑ

Ａ

町内店主の増減は

21 年度から 24 年度で商工
会の会員数では、14 事業所
の減

　
　
山
鹿
に
建
設
中
の
商
業
施
設

第
５
次
総
合
振
興
計

画
の
進
捗
状
況

議

員

課

長

議

員

課

長

刀
と

　根
ね

　正
まさ

　幸
ゆき

議

員

課

長

注
２

注
３

※
注
２
　
財
政
力
指
数

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を

示
す
指
標
。
地
方
交
付
税
の

算
定
に
用
い
ら
れ
、
基
準
財

政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要

額
で
除
し
た
数
値
の
過
去
３

年
の
平
均
値
。

※
注
３
　
健
全
化
判
断
比
率

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の

早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要

性
を
判
断
す
る
も
の
と
し
て

定
め
た
４
つ
の
財
政
指
標
。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

計
画
の
具
体
的
な
内
容
、
公

園
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
機
能
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。　
　

　
　
　

中
央
広
場
に
イ
ベ
ン

ト
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

ゾ
ー
ン
。
現
在
の
ク
ス
ノ
キ

を
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し

て
、
遊
具
を
設
置
し
、
親
子

連
れ
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
遊
具
広
場
ゾ
ー
ン
。
高
齢

者
向
け
の
健
康
遊
具
を
設
置

し
、
公
園
で
憩
い
な
が
ら
健

康
維
持
が
で
き
る
健
康
広
場

ゾ
ー
ン
。
公
園
敷
地
の
外
周

に
は
散
策
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が

で
き
る
園
路
や
藤
棚
、
木
陰

で
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ
を
設

置
す
る
計
画
。

　
ま
た
、
中
央
公
園
は
町
の

地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
広

域
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
災
害

時
に
役
立
つ
機
能
を
持
た
せ

た
遊
具
等
も
設
置
す
る
計
画

で
あ
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安

定
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の

交
付
決
定
が
、
27
年
の
４
月

ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
27
年
度

に
実
施
設
計
、
28
年
度
に
本

工
事
と
な
る
予
定
。

　
　
　
戦
没
者
慰
霊
塔
は
い

つ
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
て

い
る
が
、
管
理
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
昭
和
37
年
12
月
に
竣

工
し
、
そ
の
後
、
町
へ
寄
付

採
納
願
い
が
提
出
さ
れ
、
昭

和
38
年
９
月
か
ら
町
の
所
有

財
産
と
な
っ
て
い
る
。
管
理

は
遺
族
会
が
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
中
央
公
園
の
片
隅
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ

ば
、
大
変
便
利
が
い
い
と
思

う
が
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　

公
園
は
不
特
定
多
数

の
人
が
集
ま
っ
て
、
そ
こ
で

く
つ
ろ
い
だ
り
、
遊
ん
だ
り

す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
そ
こ

に
ご
み
箱
を
置
く
こ
と
は
で

き
て
も
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
　
　
現
在
中
央
公
園
の
駐

車
場
は
何
台
止
め
ら
れ
、
公

園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
引

き
続
き
駐
車
場
と
し
て
使
え

る
の
か
。

　
　
　
現
在
の
駐
車
場
台
数

は
約
20
台
で
、
中
央
公
園
の

東
側
に
あ
り
、
夜
間
も
開
放

し
て
い
る
。
　

　
　
　
中
央
公
園
駐
車
場
で

は
、
夜
遅
く
な
る
と
怖
い
思

い
を
し
て
い
る
。
先
日
も
川

崎
市
で
中
学
１
年
生
の
殺
傷

事
件
が
あ
っ
た
が
、
捜
査
の

決
め
手
は
や
は
り
防
犯
カ
メ

ラ
。
公
園
に
は
死
角
が
で
き

る
。
夜
中
に
誰
も
人
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
　

　
　
　
中
央
公
園
の
実
施
設

計
は
27
年
度
に
防
衛
施
設
周

辺
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

補
助
が
下
り
た
と
き
実
施
す

る
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
検

討
課
題
と
す
る
。

　
　
　

田
た

　島
じま

　憲
けん

　道
どう

公園には死角ができるが、監

視カメラの設置は可能かＱ

Ａ
実施設計を行うときの検討課

題とする

夜
間
も
開
放
し
て
い
る
中
央
公
園
駐
車
場

中
央
公
園
整
備
事
業

議

員

課

長

課

長

議

員

議

員

議

員

課

長

課

長

議

員

課

長
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町
内
小
学
校
へ
の
通

学
費
の
状
況
は
。　
　
　
　

　
　
　

３
小
学
校
の
う
ち
バ

ス
通
学
は
、
粟
屋
・
大
城
地

区
か
ら
東
小
に
通
う
児
童
29

人
で
、市
営
バ
ス
定
期
代
は
、

３
カ
月
定
期
で
９
４
２
０

円
。

　　
　

高
校
へ
の
通
学
費
の

状
況
は
。

　
　
　

折
尾
地
区
へ
通
学
す

る
場
合
、
市
営
バ
ス
の
第
二

粟
屋
か
ら
折
尾
駅
ま
で
３
カ

月
定
期
で
約
３
万
５
千
円
。

宗
像
高
校
で
は
、
タ
ウ
ン
バ

ス
と
Ｊ
Ｒ
で
、
は
ま
ゆ
う
団

地
か
ら
遠
賀
川
駅
、
東
郷
駅

ま
で
約
５
万
３
千
円
。
八
幡

高
校
へ
３
路
線
利
用
で
約

７
万
４
千
円
。
　
　
　
　
　

　
　
　
幼
児
期
は
、
保
育

料
が
７
階
層
の
３
歳
児
で

３
万
６
千
円
。
小
学
生
に
な

る
と
バ
ス
通
学
費
３
１
４
０

円
、
学
童
ク
ラ
ブ
８
３
０
０

円
（
お
や
つ
代
含
む
）
等
月

の
負
担
額
が
大
き
い
。

　
こ
の
実
態
を
考
慮
し
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

る
支
援
施
策
と
し
て
、
小
学

校
・
高
校
等
の
通
学
費
補
助

制
度
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
芦
屋
町
は
地
の
利
の

面
で
は
不
利
だ
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
国
が
閣
議
決
定

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
、
若

い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子

育
て
の
希
望
を
実
現
す
る
と

あ
り
、
通
学
費
補
助
に
つ
い

て
も
子
育
て
世
代
の
支
援
策

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
地
域
公
共
交
通
確
保

維
持
で
定
め
た
基
本
方
針
及

び
将
来
像
は
。

　
　
　
方
針
は
、「
町
民
の

日
常
生
活
移
動
に
即
し
た
効

率
的
、
効
果
的
な
地
域
公
共

交
通
を
町
民
、
事
業
者
、
行

政
が
力
を
合
わ
せ
て
創
り
、

守
り
、
育
て
る
。」
で
あ
る
。

　
６
項
目
の
将
来
像
は
、
①

は
ま
ゆ
う
団
地
ま
で
の
延

伸
。
②
運
行
時
間
の
短
縮
。

③
Ｊ
Ｒ
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
改

善
。
④
乗
り
継
ぎ
拠
点
の
明

確
化
。⑤
巡
回
バ
ス
の
改
善
。

⑥
利
便
性
の
向
上
と
現
状
便

数
の
確
保
維
持
。

　
現
在
、
①
か
ら
⑤
ま
で
は

実
現
し
て
お
り
、
他
町
よ
り

駅
ま
で
の
利
便
性
は
非
常
に

高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
　

　
　
　
政
府
が
閣
議
決
定
し

た
「
豊
か
な
国
民
生
活
に
資

す
る
使
い
や
す
い
交
通
の
実

現
」
の
中
に
デ
マ
ン
ド
交
通

が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
町
内
の
交
通
空

白
地
域
の
解
消
を
図
り
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
現
在
の

運
行
が
町
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
て
い
る
の
か
。
満
足
感

が
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
な
ど

考
え
る
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の

導
入
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、

将
来
に
は
デ
マ
ン
ド
交
通
は

避
け
て
通
れ
な
い
と
思
う
。

益
ます

田
だ

美
み

恵
え

子
こ

Ｑ

Ａ

子育て世帯の負担軽減のため

通学費補助導入の考えは

通学費補助についても子育て

世代への支援策のひとつと認

識している
　
　�

時
間
短
縮
の
た
め
高
浜
・
緑
ヶ
丘
地
区
を
運

行
す
る
タ
ウ
ン
バ
ス

子
育
て
支
援
と
し
て

の
通
学
費
補
助

議

員

課

長

議

員

議

員

議

員

課

長

議

員

町

長
町
内
の
公
共
交
通

課

長

町

長

注
４

※
注
４
　
デ
マ
ン
ド
交
通

事
前
に
予
約
し
、
個
人
の
希
望

に
合
わ
せ
て
バ
ス
が
走
る
交
通

シ
ス
テ
ム
。
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
な
も
の
。
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全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
章

　

３
月
９
日
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功
労

者
表
彰
の
伝
達
式
が
、議
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
中
西
定
美
議
員
（
前
列
右
側
、
在

職
27
年
以
上
）、
横
尾
武
志
議
員
（
前
列
左
側
、

議
長
と
し
て

在
職
７
年
以

上
）、
川
上
誠

一
議
員
（
後

列
右
側
）、
松

上
宏
幸
議
員

（
後
列
左
側
、

と
も
に
在
職

15
年
以
上
）

の
４
人
で
す
。

Ｑ
芦
屋
町
に
期
待
す
る
こ
と

は
？

　
地
域
医
療
や
介
護
事
業
者

が
地
域
と
連
携
で
き
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
安
全
に
自
然
と

関
わ
っ
て
遊
べ
る
よ
う
な
場

所
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

４
月
26
日
の
統
一
地
方
選

挙
も
終
わ
り
、
議
会
だ
よ
り

が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃

は
、
議
会
も
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
広
報
委
員
会
も
新

メ
ン
バ
ー
の
も
と
で
紙
面
作

り
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
桜お
う

梅ば
い

桃と
う

梨り

」、
桜
は
桜
、

梅
は
梅
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の

姿
が
あ
り
持
ち
味
が
あ
り
ま

す
。
人
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
個
々
の
人
の
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
、
心
を

一
つ
に
し
て
町
の
発
展
の

た
め
に
と
願
う
も
の
で
す
。

去
り
行
く
者
の
老ろ
う

婆ば

心し
ん

か

な
・
・
・
。
　

　「
議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で

す
」
が
誕
生
し
て
２
年
で
す

が
、
議
員
の
皆
様
の
ご
健
闘

を
祈
り
つ
つ
、
議
会
だ
よ
り

の
発
行
を
楽
し
み
に
待
っ
て

い
ま
す
。

益
田
　
美
恵
子

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　
５
月
10
日
（
日
）
山
鹿
小
学
校
の
浜
運

動
会
が
柏
原
海
岸
で
行
わ
れ
、
毎
年
恒
例

の
新
１
年
生
に
よ
る
ち
び
っ
こ
大
相
撲

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
保
護

者
の
方
に
芦
屋
町
で
の
子
育
て
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
田
島
　
憲
道

　
委
　
員
　
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

町かど
インタビュー

議 

員 

控

 

室

旌
せい

表
ひょう

旗
き

受領の歌を演奏しながら町内を行進する様子

松
尾　

和
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
花
美
坂
）

大
石　

妃ひ

美み

呼こ

さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
正
津
ヶ
浜
）

Ｑ
伝
統
あ
る
浜
運
動
会
を
ど

う
思
い
ま
す
か
？

　
　
１
０
０
年
以
上
続
く
伝
統

を
わ
が
子
が
、
受
け
継
い
で

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。

Ｑ
芦
屋
町
で
の
子
育
て

は
ど
う
で
す
か
？

　

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
子
育

て
す
る
環
境
も
よ
く
、
住
み

や
す
い
で
す
。

　
　

 

子
ど
も
の
医
療

費
が
、
小
学
校
６

年
生
ま
で
無
料
な

の
で
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

芦
屋
町
は
子
ど
も

の
登
下
校
時
の
見

守
り
隊
の
活
動
な

ど
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
密
だ

と
感
じ
る
の
で
、

安
心
し
て
子
育
て

で
き
ま
す
。

大
石
さ
ん

山鹿小学校保護者の松尾さん（左）と大石さん（右）

新
　
議
会
広
報
委
員
会

　

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
！

　次回の定例会は、６月 10 日か

らの予定です。

※日程は変更になることがあり

ます。

議会を傍聴しませんか？

松
尾
さ
ん大

石
さ
ん

大
石
さ
ん

松
尾
さ
ん
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